
　
３
月
か
ら
取
り
壊
し
が
始

ま
っ
た
白
井
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
南
山
２
）
は
、
５
月
末
か

ら
建
屋
内
の
機
器
解
体
作
業

と
煙
突
の
除
染
・
解
体
作
業

に
入
っ
た
。

　
解
体
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
安
藤
建
設
に
よ
る
と
、

建
屋
内
の
機
器
洗
浄
は
ほ
ぼ

終
了
し
、
そ
の
後
の
サ
ン
プ

リ
ン
グ
測
定
で
も
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
汚
染
度
は
基
準

値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

と
い
う
。
解
体
工
事
は
10
月

ま
で
続
く
予
定
だ
。

　
白
井
市
議
会
は
６
月
30

日
、
第
２
回
定
例
会
（
６
月

議
会
）
を
終
了
し
た
。
が
、

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
た

後
、
中
村
教
彰
市
長
が
議
長

に
発
言
を
求
め
、
11
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
市
長
選
に

「
健
康
上
の
理
由
」
で
出
馬

し
な
い
と
表
明
し
た
。

　
市
長
選
に
は
、
前
回
も
立

候
補
し
た
元
市
議
の
女
性
が

す
で
に
出
馬
の
意
志
を
固
め

て
い
る
。

　
中
村
市
長
の
不
出
馬
宣
言

で
、
元
市
議
の
独
走
と
な
る

か
。
そ
れ
と
も
、
新
た
な
候

補
が
名
乗
り
出
る
か
、
ま
っ

た
く
先
が
読
め
な
い
状
況

だ
。
今
後
の
動
き
に
注
目
し

た
い
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
「
ラ

イ
フ
ケ
ア
西
白
井
」（
仮
称
）

の
建
設
予
定
地
は
、
４
６
４

号
線
沿
い
の
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
並
び
。
文
房
具
販

売
会
社
の
ビ
ル
跡
地
（
根
字

八
幡
１
０
７
２
・
１
）
だ
っ

た
と
こ
ろ
だ
。

　
建
て
主
は
、
㈱
ラ
イ
フ
ク

リ
エ
イ
ト
（
千
葉
市
中
央

区
）
。
敷
地
面
積
は
３
５
９

４
㎡
で
、
建
物
は
地
上
２
階

建
て
（
高
さ
９
・
９
m
、
延

床
面
積
１
４
０
６
㎡
）
。
10

月
に
着
工
し
、
来
年
３
月
に

完
成
の
予
定
だ
。

　
４
月
７
日
に
業
者
側
か
ら

市
に
事
業
提
出
さ
れ
、
５
月

12
日
か
ら
26
日
ま
で
縦
覧
期

間
中
、
７
名
が
縦
覧
し
た
。

そ
の
後
、
近
隣
住
民
か
ら
３

件
（
内
１
件
は

15
名
の
署
名

付
き
）
、
他
の
市
民
か
ら
も

１
件
（
１
９
７
名
の
署
名
付

き
）
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　
北
総
線
沿
線
に
は
、
す
で

に
小
室
駅
近
く
に
セ
レ
モ
ホ

ー
ル
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
西

白
井
駅
へ
の
進
出
に
首
を
傾

げ
る
近
隣
住
民
は
多
い
。

　
ま
た
建
設
面
積
が
住
民
説

明
会
の
必
要
の
な
い
３
０
０

０
㎡
以
下
だ
っ
た
た
め
、
建

設
計
画
の
資
料
が
周
辺
地
区

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
だ

け
。
こ
れ
も
周
辺
住
民
が
不

満
に
感
じ
る
要
因
と
な
っ

た
。

　
７
月
２
日
、
市
長
の
諮
問

機
関
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

が
市
役
所
で
開
か
れ
、
葬
祭

場
建
設
が
議
題
と
な
っ
た

が
、
議
員
６
名
を
含
む
17
人

が
傍
聴
。
当
日
は
傍
聴
席
か

ら
の
発
言
も
許
さ
れ
、
「
住

宅
地
の
真
ん
前
に
葬
儀
場
が

で
き
る
と
住
環
境
が
損
な
わ

れ
る
」
「
土
地
の
価
値
が
下

が
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え

て
同
審
議
会
は
、
①
資
料
の

配
布
だ
け
で
は
な
く
、
自
治

会
長
を
含
む
数
名
と
話
し
合

い
の
場
を
も
つ
、
②
交
通
渋

滞
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
安
全
上
の
方
策
を
考

え
る
、
③
住
宅
側
を
緑
化
す

る
な
ど
美
観
に
配
慮
す
る
―

な
ど
を
市
長
に
具
申
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
白
井
駅
南
口
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
反
対
運
動
で
、
住
民

た
ち
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
示
さ

れ
た
が
、
今
回
の
葬
祭
場
建

設
で
も
住
民
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
審
議
会
を
傍
聴
し
た
「
白

井
駅
前
広
場
を
守
る
会
」
の

柏
木
雅
浩
代
表
は
、
守
備
範

囲
が
違
う
と
し
つ
つ
も
、「
今

後
の
動
き
を
注
意
深
く
見
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
ク
ギ
を

刺
す
。

　
市
民
活
動
家
の
柳
田
幸
節

さ
ん
（
堀
込
１
）
が
７
月
１

日
未
明
、
肺
ガ
ン
で
亡
く
な

っ
た
。
享
年
80
歳
。
本
紙
の

人
物
紹
介
シ
リ
ー
ズ
「
博
人

館
」
に
も
登
場
し
た
柳
田
さ

ん
は
、
北
総
線
運
賃
の
値
下

げ
を
実
現
す
る
会
（
北
実
会
）

を
は
じ
め
、
「
ポ
イ
捨
て
を

な
く
す
運
動
」
、
百
人
会
議

な
ど
様
々
な
市
民
活
動
に
参

加
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
市

民
の
利
益
を
追
求
し
て
き

た
。

　
ま
た
白
井
駅
地
区
区
長
連

絡
協
議
会
環
境
部
会
の
部
会

長
だ
っ
た
柳
田
さ
ん
は
、「
き

れ
い
に
し
ょ
う
み
ん
な
の
ま

ち
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
ま
ち
ピ
カ
隊
」
の
結

成
に
尽
力
。
こ
う
し
て
「
白

井
駅
前
美
化
活
動
」
（
毎
月

第
４
日
曜
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
で
も
毎
回
60
人
も
の
市
民

が
参
加
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
白
井
駅
南
口

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

反
対
し
、
「
白
井
駅
前
広
場

を
守
る
会
」
を
有
志
数
人
と

発
足
さ
せ
、
共
同
代
表
に
名

を
連
ね
た
。
し
か
し
、
昨
年

末
か
ら
体
調
を
崩
し
、
３
月

に
は
退
院
し
た
が
、
再
び
入

院
し
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　
親
交
の
深
か
っ
た
堀
澤
三

千
男
さ
ん
（
66
）
は
、
「
２

年
前
ま
で
本
当
に
お
元
気

で
、
実
際
よ
り
も
10
歳
も
若

く
見
え
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
が
旺
盛
で
、
街
の
美
化

や
環
境
保
護
に
対
す
る
熱
意

が
人
一
倍
強
か
っ
た
人
で

す
」
と
肩
を
落
と
す
。
２
日

の
通
夜
と
３
日
に
行
わ
れ
た

告
別
式
に
は
、
述
べ
約
３
０

０
人
が
参
列
し
、
故
人
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
「
白
井
駅
前
合
同
夏
祭
り
」

が
８
月
２
、
３
の
両
日
、
白

井
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ

る
。
駅
前
広
場
は
立
木
が
多

く
、
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬
店
な

ど
の
配
置
が
難
し
い
が
、
実

行
委
員
会
で
は
成
功
に
向
け

て
奔
走
し
て
い
る
。

　
白
井
商
工
会
青
年
部
ら
が

主
催
す
る
「
白
井
夏
祭
り
納

涼
盆
踊
り
大
会
」
が
８
月
23

日
に
白
井
第
一
小
学
校
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
打

ち
上
げ
花
火
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
商
工
会
で
は
花
火
代

を
捻
出
す
る
た
め
、
市
民
に

募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
北
総
線
の
値
下
げ
を
実
現

す
る
会
（
以
下
「
北
実
会
」
、

吉
田
治
男
会
長
）
は
、
１
月

下
旬
か
ら
京
成
本
線
並
み
の

運
賃
を
目
指
し
て
「
10
万
人

署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
し
て
き
た
が
、
６
月
22
日

10
万
人
を
突
破
し
、
目
標
を

達
成
し
た
。

　
７
月
３
日
現
在
の
署
名
数

は
10
万
２
５
３
９
名
。
「
皆

さ
ん
の
御
協
力
で
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
７
月
下
旬
に
署
名
を
携

え
て
国
土
交
通
大
臣
に
陳
情

し
ま
す
が
、
運
賃
値
下
げ
を

ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
も
ら
い

た
い
」
（
吉
田
会
長
）
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西白井に葬祭場が

「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
も
討
議
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明
不
足
の
業
者
に
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が
不
満
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村
市
長
「
不
出
馬
」
宣
言

地
上
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階
建
て 

十
月
着
工

北
総
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運
賃
値
下
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実
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会

十
万
人
突
破
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白
井
駅
南
口
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で

市
側
に
陳
情
す
る
柳
田
さ
ん
（
昨
年
８
月
）

先
月
末
の
京
成
電
鉄
株
主
総
会
会

場
前
で
市
民
に
訴
え
る
北
実
会

盆
踊
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大
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の
花
火

商
工
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募
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呼
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か
け
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西
白
井
駅
南
側
近
く
に
葬
祭
場
が
建
設
さ
れ
る
。
業
者
側
の
説
明
不
足
へ
の

不
満
や
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
抱
く
周
辺
住

民
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
２
日
に
開
か
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。


